








































































































































































ガ…　四の内倒 4．7 5．6 …　1 10．1
　ガラス直管
ガラス管内径（d）
ガラス管外径（D）
ガラス管長さ　1
　ガラス曲管
ガラス管内径（d）
ガラス管外径（D）
ガ　　ラ　ス　管　H
ガ　　ラ　ス　管　lt
7．45
10．18
52
7．7
10．9
20
32
9．01
11．35
72
8．9
12．1
25
37
10．4
13．2
65
’rf：3曽
14，25
25
40
14．95
17．30
75
15．15
17．65
30
45
（注）d，2，H，グは図2に示す。
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　　　　　　　　　　　　給水設備の吐水口空間（Air　Gap）について
　図2の如くガラスコック及びガラス管とを組合せて給水栓のかわりとして実験を行った。実
験に使用したガラスコック及びガラス管は日本工業規格B2061給水栓にもとずいてJIS寸法表
1に一致するように作ったが，そのガラス製品を作ることが非常にむずかしいため，表2の如
き近似的な4種類にて実験を行うこととした。
　　4－4　実験に使用した負圧
　参考資料（Cross－Connection　in　Plumbing　Systems）によると管内に起り得る最大負圧は大
気圧の｝6，即ち380mmHgとある。今回の実験は50mmHg～550mmHgまで50mmHg毎に・
そのときの負圧における最小吐水口空間距離を求め，負圧と吐水口空間との関係及び負圧と口
径等種々の関係を明らかにすることとした。なお大気圧の」5以上の負圧の場合は殆んど吐水口
空間に影響がないので上記の負圧範囲とした。
　　4－5　実験における最小吐水口空間の求め方
　実験で管内を負圧にし，コックを開くと同時に最小吐水口空間距離を決定することは困難な
ので，容器中の水が吐水口端に吸込まれないときの吐水口空間距離を求めることによって最小
吐水口空間を求めた。即ち次のような状態を考えて実験を行った。（A）水が吐水口端にわず
かでも吸込まれたとき，（B）水が全く吐水口端に吸込まれないとき。
　同負圧における（A），（B）の吐水口空間距離を求め，（A）の状態での最大吐水口空間距離
と（B）の状態での最小吐水口空間距離とを求め，同時に（A）と（B）との差が徴小なるよ
うして行った。
　　　5，実　験　結　果
　吐水口端に水が吸込まれる状態を写真1に示す。この写真は完全に水が吐水口端に吸込まれ
ているが，吐水口端と水の距離により，水の吸込まれる状態が異なり，霧状になった状態で吸
込まれることもある。
　今回の実験では同負圧で4～5回の実験を行い（4－5）の（A）水が吐水口端にわずかでも吸
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込まれたときと（B）水が全く吐水口端に吸込まれないときを求めれ。その実験結果を図3～
13に示した。このグラフの実験値は（B）の値をとり，即ち吐水口空間距離の安全側のみをと
り同口径におけるガラスコックの変化における吐水口空間を表わしたものである。なお図12，
13は実物水栓の図2（a）の破線部分のコマを取りはずし，それにガラスコックを接続した実
験で，その結果を図示したものである。この実験値をみると多少の誤差があるが，これは実験
時におけるコックの開閉が手動であり，また映写機で水面の位置を拡大し空間距離を求めるの
で，正確な水面位置を見いだすことのむずかしさが影響したものと思う。とくに負圧が小さい
ときの値は吐水口端と水面との距離が小さいため，水の表面張力による水面の影響で，正確な
水面の位置を見いだすことが困難であった。また吐水口空間距離が急激に変化を生じる場合が
あるが，これもコックの開閉によるものと考えられる
6．考
?
　前記の実験結果にもとずき，検討した結果を次の項目1～4に分けて述べる。
　　6－1　負圧と吐水口空間との関係
　図3～13によると負圧の増加にともなう吐水口空間も増加する。即ち負圧にともなう吐水口
空間の変化は50～200mmHgまでは急激に変化し，増加し，200～350mmHgまではゆるやかに，
400mmHg以上はほぼ一定し，その変化は非常に少なくなる。なお表3，4は400mmHgのと
きの吐水空間距離と同実験における最大吐水口空間距離との比較を表にしたものであり，前者
と後者との差が卒均して0．45mmで，また5で述べた実験時の誤差範囲をみると，400mmHg
　　　　　　　　　　　表3　管内径の種類による吐水口空間の比較（直管）
ガラス管内径
（同実内径）
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負圧400mmHgの時の
吐　水　口　空　間
（a）G騨1倍率
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給水設備の吐水口空間（Air　Gap）について
表4管内径の種類による吐水口空間の比較（曲管）
ガラス管内径
（同実内径）
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負圧400mmHgの時の
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　　　（注）倍率一鴇購間
のときに最大吐水口空間距離となると考えてよいので，
大負圧が大気圧の蒐，即ち380mmHgであることが今回の実験で明らかになった。
　　6－2　有効開ロと吐水口空間との関係
　図14～17は同一有効開口（ガラスコック）において，
水口空間距離とを図示したものである。このグラフによると，
2．Omm程度であって小である。
ックロ径であり，
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米国の前述（4－－4）の文献による最
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ガラス管内径を種類別にして負圧と吐
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ガラス管内径による差は1．0～
　　　　　　この場合有効開口，即ち最小開口部（最小断面積）はガラスコ
そめ同〕有効開口（コック）に接続するガラス管（8mm～15mm）が増大し
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　　　　　　　　　　　　給水設備の吐水1コ空間（Air　Gap）について
ても吐水口空間距離…に影響は少ない。即ち有効開口によって吐水口空間が決定されるものと考
えてよい。
　　6－－3　倍率と有効開口の内径との関係
　ここで言う倍率とは吐水口空間距離を有効開口の内径で除したものを言うことにする。これ
は有効開口の内径の何倍の吐水口空間距離をとれば安全であるかという関係を説明するための
ものである。表3，4は400mmHgのときの倍率と同実験における最大吐水口空間のときの倍
率とを示したもののである。この表によれぽ有効開口の内径が4，7mm，5．6mmの場合は倍率
が2倍近くにもなり，8．6mm，10．1mmの場合は1．3～1．4倍という結果となった。なお図18，
19は表3，4にもとずき倍率と有効開口の内径との関係を図示したものである。この実験範囲
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　　　1．4　　　　　ガラス管
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　　　　　図一18億難囎艦H薯岬係　　図一19糖差辮艦凝関係
内で，有効開口の内径4．7～10．1mmの場合では有効開口が大きくなるにしたがって倍率は小さ
くなる。それを実験式で表わすと次のようになった。
　　直管，≦｝一・・56－…3・沖央誤差…7
　　曲管，一曾一・・56－…35d，中央誤差・…
　　　0：吐水口空間（mm）
　　　d：有効開口の内径（mm）
・争倍率
　この式は直線の式である。しかし大口径を考えた場合は直線とはならないと考えられるが，
今回の実験範囲内では，その一部が直線であると考えて実験式を表わした。
　この実験式は，現在継継して大口径の場合の実験を行っているので，その結果をまとめて詳
細に検討し，改めて報告する。
　次に吐水口空間に関する実験式を発表している米国のZinki1氏の実験式は，
　　　蓑一・・45（・一・．26号）（・一・・4子）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－75一
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　　X：吐水口空間（mm）
　　　d：有効開口（mm）（3．2mm＜d＜20．5mm）
　　D：吐水口実外径（mm）
　　h：大気圧
であるが，これに今回の実験条件の値を代入してみると，有効開口（コック）が4．7mm，5．6
mmの場合，倍率が2倍強となりほぼ一致するが，有効開口（コック）が8．6mm，10．1mmの
場合は・1　．7～1．8倍となり今回の実験値と0．3～0．4倍のひらきがあった。つまりZinkil氏の実
験式と今回の実験結果とは有効開口が大きくなるにつれて倍率にひらきがでてくると考えられ
る。　しかしながら今回の実験条件とZinkil氏の実験式の条件が異なるものと思えるし，実物実
験によって改めて比較検討を行うこととする。　　　　　…．
　　6－4　今回の実験結果と実物水栓
’今回の実験で実物水栓にガラスコックを接続して実験を行っているので，その結果にもとず
き検討することとした。
　表5は実物水栓にガラスコックを接続して，写真2，3のようにして実験した結果である。
　　　　　　　　　　　　　　　表5実物水栓の吐水口空間
吐水口端の内径
　　（mm）
9．5（A）
10．1（B）
有効開口
　（㎜）
8．6
9．5
8．6’
10．1
負圧400mmHgの時の吐　水　　口　空　間
吐沓品穿間倍 率
11．6
12．3
11．7
11．7
1．4
1．2
1．4
1．2
同実験に於ける最大の
吐　水　　口　空　間
吐杢品響L倍 率
11．6
12．9
．12．2
11．7
1．4
1．4
1．4
1．2
（注）倍率浩編評
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写真2　実物水栓（A）
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給水設備の吐水口空間（Air　Gap）について
　　　　　　　　　　　　　　　　写真3実物水栓（B）
　今回の実験装置では実物水栓のハンドルを使用して実験を行うことはできないので，水栓内
のコマを取りはずし，またハンドル及びセン棒はそのままの状態にして，ガラスコックを接続
して実験を行った。この表によれば最大吐水口空間距離は13mmでその倍率（吐水口空間÷有
効開口の内径）は1．4倍の程度であった。
　ここで米国の規定を述べると最小所要吐水口空間は有効開口の内径の2倍でかっ内径」・fln
（12．7mm）以下では1”（25mm）である。そこで今回の実験に使用した水栓は米国の規定から
みるとじゅうぶん安全側にあるものと考えられる。
7．む　　す　　び　　，
　以上の実験結果をまとめると次のようになる。
　（1）負圧にともなう吐水口空間はある負圧（400mmHg）になると一定し，変化は非常に少な
い。
　（2）吐水口空間は有効開口の内径（最小開口部）によって決められる。
　（3）今回の実験条件範囲内では最大負圧による倍率（吐水口空間÷有効開口内径）は有効開
口が大きくなるほど一定の割合で減少する傾向がみられる。
　（4）米国の規定のJll”（12．7mm）以下では最小所要吐水口空間は1”（25mm）であることは
今回の実験でもじゅうぶん安全側にあることが明らかになった。
　今回の実験は吐水口空間の基礎実験であるが，吐水口空間の寸法を知るための一つの目安と
なったと云える。なお継続して水質の状態，近接壁，気流等の影響による実験と併せて実物実
験を行っているので，その結果が明らかになれば吐水口空間距離もなお一層明らかになると思
う。詳細には次回の報告に譲ることとする。
終りにのぞみ，給排水規準委員会の委員の各位から御助言をいただいたことを記し感謝の言葉にかえる。
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またこの実験に協力して下さった実験助手，江川隆進君，及び撮影に協力して下った実験助手補，田島考一
君，また40年度ゼミナール学生，新留啓正君，小林勝利君，41年度ゼミナール学生，中島俊夫君，高木延浩
君，網島淳之助君の労に対して感謝する。
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